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新消防庁舎通信指令センター運用開始

歳出
割合

ため池決壊防止

議案第92号
土地改良事業の施行について

（大柿西溜地区）

可決 全会一致

6月定例議会で決まったこと
（主な議案） 歳出・歳入予算それぞれ8億1,158万5千円を追加し、

予算総額を756億4,158万5千円とするもの。

補正予算の主な内容（いずれも増額補正）
・定額減税補足給付支給事業費
・認定こども園施設整備費補助金
・稲等病害虫防除事業費補助金
・学校給食事業費

小太刀が行った質疑（総務常任委員会）
『歌麿を活かしたまちづくり事業費について』
Q：大河ドラマPR冊子の配布先は？
A：10月に開催予定の歌麿まつりで３万部、市内

公共施設で１万１千部、大河ドラマ関連の
関連自治体である東京都台東区、静岡県
牧之原市および福島県白河市に計９千部を
配布することを想定している。

一般会計補正予算（第１号）
議案第78号

令和７年度一般会計補正予算
（第１号）

可決 全会一致

岩舟文化会館中ホール証明設備および音響設備改修
工事に関し、工事請負契約を締結することについて議会
の議決を求めるもの。

主な質疑応答
・改修までの経緯と工事概要は？
⇒開館から30年以上が経過し、中ホールの音響設備
および照明設備に不具合が頻発している。設備の
全般更新を行うと共に、照明のLED化を図る。

・工事期間は？
⇒令和7年7月18日までを予定。

令和6年7月3日（水）から新通信指令センターの運用が
開始されました。新通信指令センター及び消防署機能が移転
され、新消防庁舎において全ての業務が開始することになりま
す。新機能としてLive119（スマートフォンから災害現場のリア
ルタイム映像を指令課員が確認できる機能）やドローン型映
像送信装置により、広範囲に及ぶ災害現場で上空からの映
像を通信指令センターや現場の活動隊、危機管理課と情報を
共有できるシステムとなります。新たな機能が追加され、更なる
市民の安心・安全に繋がって行く事に期待します。

令和７年度の最初となる６月定例議会が６/６(金)～６/２６(木)
の会期で開催され、主な議題は令和７年度一般会計の補正予算であ
りました。以下、内容について報告させて頂きます。

議会人事

６月定例議会で決まった主な議案

ため池の決壊による水害から市民の生命・財産を保護するため、
農村地域防災減災事業の施行にあたり、緊急防災工事計画の
概要を定めることについて議会の議決を求めるもの。

【議案の概要】

【議案の概要】

主な質疑内容
Q：過去に大柿西溜の決壊などで住宅等が被害を受けた

ことはあるのか？
A：これまで被害の報告は受けていないが、危険が及ぶ

可能性があることから、特別措置法に基づき工事を
進めるものである。

決議案第２号
古沢ちい子議員に対する問責決議

賛成 １５
反対 １１

可決

【決議案の概要】

民生常任委員会副委員長の立場にありながら、令和７年２月
１８日の陳情者の意見陳述の場において、陳述者と委員の質疑
応答中にも関わらず、途中退席した。また、６月議会における副
議長選挙時の質疑応答において、令和６年８月２日開催の議
員研究会を欠席し私的観光旅行に行ったことを認め、欠席理由
が虚偽記載であったことが後日判明した。自身がとった一連の行
動に猛省を促すと共に、その責任を問うもの。
※議会だより６６号に詳細が記載されます

小太刀は賛成しました
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◆都賀総合支所複合施設整備の
効果等について

（１）複合化による縮減した床面積について
（２）将来の更新費用の推計と

今回の総事業費との比較について
（３）施設複合化による効果について
（４）来庁者の推移について
（５）改善点および課題について

◆中学校における屋外部活動の
雷対応について

（１）現状のガイドラインについて
（２）雷に関する情報収集と

活動停止の判断基準について
（３）部活動地域移行に伴う

周知徹底について

◆栃木桜守り人事業について

（１）被害状況と対策状況について
（２）具体的な事業計画および進捗について

一般質問報告

令和７年度６月定例議会にて、６月１０日に一般質問に登壇させて頂きま
した。今回の一般質問では、２月に開庁した都賀総合支所複合化による効果等
について、中学校における屋外部活動の雷対応について、栃木桜守り人事業につ
いて質問を行いました。
以下、一部の質問内容をご報告させて頂きます。
（議会だより第6６号にも掲載がされますので、そちらもご覧ください）
※６月議会は14名の議員が一般質問に登壇しました。

当該横断歩道については、栃木警察署に横断歩
道の移設について、検討頂いているところである。また、
横断歩道を管轄する警察では交通環境の変化等に
より必要性の低下した横断歩道について調査を行い、
撤去、移設することで維持管理コストの削減を図り、
より必要性の高い場所への横断歩道表示を行う対
策を実施している。本市としても横断歩道をはじめ、
交通規則に関する要望等についても現状を確認した
上で、警察に対し丁寧な説明を行いながら、改善等
の対応についてお願いして行く。

当該横断歩道

【質問】

【答弁】

栃木市が所管する桜の木の本数は、約６,３００
本となっている。令和７年５月時点でクビアカツヤカ
ミキリによる被害を受けている本数は、約１,８００
本であり、桜全体に占める被害の割合は、約２
９％となっている。被害木が多い地域は藤岡地域で、
何らかの被害が出ている割合は７６.６％となってお
り、次に岩舟地域が３９.１％となっている。比較的
南部から被害が拡大している。
被害木への対策状況であるが、令和５年度、６
年度計で令和７年５月時点では伐採が約１７０
件、薬剤注入が約１,５００件、ネット巻き（虫の
拡散防止）が約４００件となっている。

本市には数多くのさくらの名所が各地域に点在し、
大平山桜祭りにおいては日本桜の名所１００選に
も選ばれている。しかし、近年クビアカツヤカミキリと思
われる食害被害が年々増加し、桜が枯れる症状が
至る所で確認がされている。また、同時期に植樹され
た桜の木の老朽化が進行している箇所も見られる。
中でも、大平町の通称「さくら通り」の被害が年々拡
大し、今年に入り十数本が伐採されたほか、残ってい
る桜の木もほとんどがクビアカツヤカミキリと思われる被
害により樹勢が衰えている状況に、地域住民の方々
も心を痛めている。現在、市が管理している桜の木の
本数と、そのうち何らかの被害を受けている木の本数
と被害木への対策状況を伺う。

６月４(水)栃木事業所アネックス２Fに於いて、昨年に引き続き
日立栃木グループ従業員向けの議員活動および市政報告会を開
催しました。議員としての日々の活動や一般質問の内容、直近の栃
木市の状況等を報告させて頂きました。貴重な定時退勤日にもかか
わらず、８０名を超える多くの方に参加を頂き感謝申し上げます。

議員活動・市政報告会を開催

※一般質問の詳細は
こちらからアクセス
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